
(C) 1991 The Japanese Society for Synchrotron Radiation Research

放射光第4巻第2号 (1 991 年)

寸第4回年会報告b
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実行委員長坂田 誠(名古屋大学工学部)

今年は年初より，放射光特別シンポジウムI PF 

シンポジウムと放射光関係の行事の多い年となっ

ております。その影響があったのか年会に対する

講演申し込みの出足が鈍く，実行委員長として

は，大いに心配致しました。私のこの糠な心配は

把憂に終り，最終的には 111 件の講演申し込みが

有り，放射光学会も“安定軌道"に入りつつある

ことを実感致しました。言って見れば，入射に時

間がかかるがI Ring Current は，それなりに蓄

積出来る， と言うのが，現在の放射光学会年会の

現状でしょうか。今後の課題としては I Ring 

Current を増やすことは当然、のことですが，短時

間で入射出来る様になると.年会を運営する側と

しては大変有難く思います。どなたか.名案が御

座居ませんか。

今年の年会は，去年の年会を，ほとんど踏襲し

て行いました。 111件の講演申し込みを 33件の口

頭発表と 78件のポスター発表に分けました。この

作業は想像以上に大変で，一度迷い出すと収拾の

つかないことになってしまいます。結局，口頭発

表の希望の有無，オーサーがあまり重複しないこ

とを除いては，ほとんどプログラム委員の独断と

偏見に依らざるを得ませんでした。各オーラル・

セッションをマイクロ ・ シンポジウムにしたカ、っ

たのですが，それを実現するのは大変難しいこと

が分かりました。参加者の皆様は，どの様に感じ

られたでしょうか。機会が有りましたら教えて下

さい。企画 1 I 企画 E はそれぞれI Insertion 

Device の進歩.X線光学素子と言う ことで，分子

研の磯山さん，東北大の波岡先生に企画して紙き

ました。企画される方は大変だとは思いますが，

これからも企画シ ンポジウムは年会の顔になる様

に思いますので是非続けて欲しいと思います。も

う一つの年会の顔，特別講演は，地元と言うこと

もあって名大の原田先生にお願いしました。 í散

漫散乱 ・ 表面散乱と放射光J と言う題で，放射光

との長年の関わり合いに立脚した講演をして戴き

ました。ポスター ・ セッションは最終日 I 78件の

発表を入れ換え無しで行いないました。広い会場

が用意出来たこと.およびオーラル・セッション

と並行して行なった為，午前・午後 5 時間にわた

る発表にしました。計画の段階では，大変良い企

画に思えたのですが，オーラル，ポスター両セッ

ションの会場が 7 階と 9 階と離れていたこともあ

って.多少分散してしまったのではないかと個人

的には思って居ります。

水木行事幹事から，年会のお世話を引き受け

て，スタッフ・サイドから年会を見ることが出来

ました。年会および学会が多くの人の協力により

成り立っていることを実感致しました。一々は申

し上げませんが，協力を頂いた方々には大変感謝

しております。年会開催を通じて私自身大変勉強

させて戴いた様に思います。安定軌道に入ったと

は言え，今後ダイナミックな展開が予想される放

射光科学において，年会はより多くの役割を果た

す必要が生じて来る様に思います。私も微力なが

ら今度は別の角度から協力して行きたいと官、って

おります。
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分子科学研究所 磯山 悟朗

昨年の行事委員会で平成 3年の年会の企画とし

て，挿入光源の進歩を取り上げることになり.行

事委員中唯一人の加速器屋であったせいか，私が

そのお世話をすることに決まりました。現在，分

子研UVSORでも幾つかの挿入光源を利用してお

り，私はその世話をしております。私の挿入光源

との最初のかかわり合いは， 1981 年に高エ研の北

村英男氏が東大物性研のSOR -RINGで我が国初

めてのアンジュレータの実験を行った時，実験に

参加させていただいた時です。それ以後， KEK. 

PFを中心に多数の挿入光源が開発 ・ 建設され，実

験に使用されています。これらの活動を見ながら

感じた事は，挿入光源、の性能を引き出すために

は，加速器，挿入光源、，基幹チャンネルと分光器

の各部分が十分に協調する必要があるということ

です。ところがこれらの各部分にはそれぞれの専

門家がおります。そこでお互いの問題点を十分に

理解し合うことが必要であると感じましたc

先ず， KEK ・ PFの北村英男氏が挿入光源の発展

と現状のレビ‘ューを行いました。その後， ビーム

ライン側の現状をKEK . PFの柳下明氏加藤博男

氏と東大物性研の柿崎明人氏が報告しました。休

息をはさんで，加速器側の立場からの現状を】包K.

PFの大見和史氏，加藤政博氏が報告しました。最

後に， SPring -8の原雅弘氏が第三世代の光源加

速器での挿入光師、の考え方と計画を報告しまし

た。北村氏は，理想の光源を空間 ・ 時間的な可干

渉性を持つレーザーであるとし，通常のシンクロ

トロン放射と比べると挿入光源はその理組像に一

歩近づいた物であると位置づけました。そして将

来の発展方向として自由電子レーザーの重要性を

強調しました。柳下氏は， BL-2のア ンジュレー

タと 2台の分光器(10m斜入射分光器と 2結晶分

光器)の性能と問題点を述べまのした。アンジュ

レータ光の特性を利用して 10m斜入射分光器で

は，分解能5000以上 (フォトン数 1010，光エネル

ギ- 400eV) を達成したという話が印象的でし

た。加藤(博)氏は， BL-16の多極ウィグラー・

アンジュレータビームラインでの放射パワーに対

する対策，即ち耐熱光学素子の重要性を述べまし

た。このビームラインの分光器は特別に高分解能

仕様では無いが分解能3000が得られているそうで

す。柿崎氏は， BL -19のフリーチューニングと

放射パワーの問題を中心に報告しました。特に，

アンジュレータのギャップを固定する多極ウィグ

ラーモードに比べ，必要な光エネルギーにアンジ

ュレータ光の基本波ピークを合わせるアンジュ

レータモードの優位性を強調しました。大見氏

は， BL -14の新しい超伝導ウィグラーで.挿入

光源の線型及び非線型磁場が電子ビームに与える

影響を述べました。ベータトロン振動数の補正

を.ウィグラーの直近で行うローカルコレクショ

ンを行うとベータトロン関数の補正までが出来る

ことを示しました。加藤(政)氏は， ビームダイナ

ミックスの立場から挿入光師、がストレージリング

に与える影響を総括しました。電子ビームの寿命

を長くするために挿入光源の位置でのベータトロ

ン関数を変えることも可能であることを示しまし

た。原氏は， SPring -8の加速器設計で挿入光源

の性能を引き出すために考慮した事柄について説

明しました。

これらの講演を聞き，感じたことは挿入光源，
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特にアンジュレータの利用に関して，フリーチ

ューニング，放射パワー対策，光学系のアンジュ

レータ光に対するマッチング， ビームダイナミッ

クスに対する影響の補正などに関して現在考えう

る理想的な状態まで後 l 歩の所まで来ているよう

に思えました。講演の質疑応答で議論になったよ

うに，挿入光源用ビームラインの建設は現在まで

放射光第4巻第2号 ( 1991年)

の所，開発的な要素が大きく，時間がかかる、Pが

問題です。これに関しては技術とノーハウの公開

及び共有が特に重要であると思います。今後，挿

入光源までの加速器側とその下流のビームライン

側の担当者どうしのよりー屈の議論と協力関係が

必要であるというのが私の感想です。

宇宙科学研究所山下広順

近年の先端科学 ・ 技術の進展にともなって，放 1 )から 3) はX線反射鏡の製作と評価について鋭

射光に対する関心は益々高まっており，特に挿入 面基板加工から成膜までの一貫した話である。鋭

光源等による高輝度 ・ 大強度化によって放射光の 面加工では切削.研削，研麿によって表面精度は

有効利用のためにX線光学素子の開発は重要な研 順次向上するが，材料の種類及びその均質性に大

究課題となってきた。我国においては.X線光学

関連諸分野の研究者を糾合し.X線光学素子 ・ 光

学系の研究を重点的に推進するために，文部省科

学研究費補助金重点領域研究のーっとして íX線

結像光学」が 1989年 4 月より 3 ヶ年計画で発足し

た。丁度 2年が経過し研究成果も予期した以上

にあがってきたこの時期にX線光学素子の企画が

持たれたことは時宜を得たと言えよう。本企画で

はこの重点領域研究を中心になって推進してきた

研究者がそれぞれの研究の現状及び今後の展望に

ついて話題を提供した。

始めに波岡氏より íX線光学素子の現状J と題

して重点領域研究の紹介と概要の説明があり，続

いて 1 )超精密鏡面加工と表面粗さの評価(難波) .

2)光学素子の三次元曲面形状評価法〈佐藤) . 3) 

多届膜光学素子の軟X線特性(山本). 4)結晶X線

光学素子の耐熱性(松下). 5) X線顕微鏡(青木) • 

6)X線望遠鏡(山下)についての講演があった。

きく依存する。特に非球面の創成にはオンザマシ

ンで計調IJ評価し，加工装置に反映させることが高

い形状精度を得るためには不可欠であり，そのた

めの超精密非球面加工装置が製作されている。

文.大口径，大曲率非球面形状を高い精度で測定

するために，周波数安定化 2 周波ゼー マンレーザ

ーを光源、とした光ヘテロダイン干渉法による三次

元形状測定装置の開発も進められている。鋭面に

高い機能性を持たせるためには多厨膜の成膜が有

用であり，狭帯域ではあるが高い反射率と優れた

偏光特性が得られ，軟X線領域では放射光の偏光

測定に用いられている。

4)は挿入光源技術の進歩により放射光の大強度

化にともなう光学素子への熱負荷をいかに催滅す

るかである。シリコン結晶の冷却効率を向上させ

るために結晶の加工法や冷却法にも工夫が凝らさ

れているが，熱歪みによる結晶の変形はまだ残っ

ており，今後も改良の努力が必要である。
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5) と 6) はX線光学素子の光学系への応用とし

て代表的なものであり，システムのもつ問題点が

指摘された。顕微鏡の性能は倍率と空間分解能で

表わされ，その方式にはフレネルゾーンプレート

法，斜入射反射鏡によるウオルター型，多層脱反

射鏡によるシュパjレツシルド型がある。生体の観

察のためにはウォーターバンドで高い性能が要求

されるが，空間分解能は主に加工精度によって限

定される。望遠鏡の性能は集光力と角分解能で表

わされ，斜入射反射鏡によるウオルタ-型，多層

膜反射鏡による直入射型の方式がある。放射光と

161 

は異なって天体からの微弱なX線を観測するため

に集光力の増大が不可欠であるが，高い角分解能

を得ることとは相反している。従って両者を同時

に満足する方法はまだ確立されておらず，今後の

大きな開発課題である。

X線光学素子の今後の課題は高い形状精度と極

端に滑らかな表面を持つ非球面の加工法と薄膜の

成膜及び評価法の確立であり，放射光の場合には

耐熱性の問題を解決しなければならない。これら

のことが今回の講演を通して明らかになったと思

われる。

剰ヒ大学理学部高橋 隆

固体および気体分光，国体表面反応，光励起エ

ッチング等の VUV領域については，約30件の研

究発表があった。固体分光においては，いくつか

の challenging な研究発表が目についた。その中

には円偏光を用いた磁性体の内殻吸収の磁気円 2

色性， 4f電子系の共鳴光電子分光がある。磁気円

2色性の実験は， SR光の特徴を最大限利用して，

磁性体の磁気的電子構造を調べるものであって，

今後の大きな進展が期待される。高温超伝導体の

電子構造については， 高温超伝導体メカニズムと

直接関係して，現在世界的に大きな論争が巻き起

こっており，圏内における SR光を用いた研究体制

の早急な確立が望まれる。また他に. 準結晶の光

電子分光\光電子ホログラフィ ー， Snカルコゲナ

イドの内殻吸収の研究発表があった。

気体およひ。固体表面分光については，メタン等

の VUV光解離反応， Si単結晶表面の水，アンモ

ニアの光解離過程の精密な実験結果についての報

告があった。固体表面での光化学反応研究は， 化

学反応の基礎過程を研究するという意味で重要で

あるが，光CVD，光エッチング， 光触媒等の応用

面からも重要であり，地道なデータの蓄積が必要

と思われる。また， SF~ ， NO , HCN，稀ガス一

塩素錯体等の光解離，光化学過程の実験的，理論

的研究についての発表も行われた。

光CVDおよび光エッチングは，半導体素子の低

温微細加工への応用上重要であり，本学会では，

GeおよびSi02上への Si ， Al のエピタキシャル成

長の実験について報告があった。エッチングにつ

いては，波長依存性，光照射量依存性等の精密な

実験結果についていくつかの報告があり，熱心な

質疑応答が行なわれた。
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理化学研究所和田 雄

代理を頼まれて感想文を書くことになりました

が，小学校以来ほとんど書いたことがなく . 小学

校の子供を持っていたら代理の代理を頼みたいと

ころです。さらに，皆様もお気付のように， 私の

仕事に近い加速器に関する論文が年々少なくなっ

ています。

先ず，発表論文の分類を行なって見ました。下

表に示します。厳密なものではありませんがその

傾向が分かります。また前固までと違って，施

設，加速器のセッション分けがなかったのでさら

に少なく感じました。今回私としましては自分の

発表以外に広島大学，九州大学の加速器について

の発表を聞けるものと思って参加しました。

利用系の方々の発表は理解困難でしたが，一種

類のビーム〈放射光)を使って， しかも物理学，

化学，生物学，医学等広い範囲の研究結果を一つ

の場所で発表出来る機会としては非常に意義が有

ると思います。おこがましいようですが，私たち

が作る加速器が将来有効に利用して頂けるものと

思い encourage されました。名古屋大学の原田教

授の講演は入門から始めて下さ っ たので興味深く

聞かせて頂きました。

ポスターセッションでは活発な議論が行なわれ

ており，情報交換の良い機会でありました。た

だ，私のも含めてポスターの作り方が，国際掌会

の外国人のに較べてやや下手であると思いまし

た。

展示会では今まで何度か話は聞きましたが実物

の反射鏡を見せて頂いたのは初めてです。他の分

野でも同じですが優秀な研究結果を得るためには

このような優秀な技術的背景が大切であると思い

ます。

懇親会では豪華な料理が用意され，また有意義

なスピーチが行なわれたと聞きました。次回はぜ

ひ参加したいと思います。ちなみに私は栄町で，

楽しみにしていた名古屋名物のきしめんを食べま

した。次回の仙台の名物も楽しみです。

今回は立派な場所を用意して頂いたことを感謝

いたします。

表放射光学会発表論文数(概数)

第 2 回 第 3 回 第 4 回

東京 大阪 名古屋

89/4/6-7 90/4/26-28 91/5/23-25 

加速器、施設 5 。

オーラ jレ 1 D 、ビーム 8 

利用 5 11 40 

計一 11 23 48 

加速器、施設 19 20 12 

ポスター 1 D 、ビーム 7 12 9 

利用 67 89 55 

計一 93 121 16 

合 2十 104 144 124 
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